
母乳やミルクは欲しがるだけ
あげても大丈夫です。

程度が目安です。



RSウイルス感染症流行期間中に接種

初回接種は生後14週６日までに行う

毎秋（10～11月）より接種
６か月以上13歳未満は、毎年２回接種（２～４週間隔）

日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール　2014年10月１日を参考に作成
国立感染症研究所　日本の定期/任意予防接種スケジュール（平成28年10月１日以降）を参考に作成

Hib
（インフルエンザ菌ｂ型）

小児用肺炎球菌
（PCV13）
四種混合
（DPT-IPV）

BCG

定

期

接

種

任
意
接
種

麻しん・風しん
（MR）
水ぼうそう
（水痘）

日本脳炎

おたふくかぜ

インフルエンザ

ロタウイルス

シナジス

Ｂ型肝炎
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★ 早産であっても予防接種はお誕生日からの月齢で開始します。
※退院前に「予防接種の無料券」が自宅に送付されているかを確認しましょう!!　送付されていない場合はお住まいの地域の保健師さんに確認しましょう。

★ BCGは生後12か月（１歳）未満までが無料接種の対象となります。
★退院後、外来受診時や母子訪問時に予防接種のスケジュールを確認しましょう。

※退院後はHib、肺炎球菌ワクチン（プレベナー 13）、DPT-IPV（D：ジフテリア、P：百日咳、T：破傷風、IPV：不活化ポリオワクチン）から接種できます。
基本は単独接種ですが、同時接種を行う病院もあるため医師からの説明をしっかり聞きましょう。

※予防接種を受けたら、次は何を接種できるのか確認しましょう。

ＰＯＩＮＴ １ ＰＯＩＮＴ ２ ＰＯＩＮＴ ３

不活化ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで
１週間以上間隔をあけます。

生ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで4週
間（約１か月）以上間隔をあけます。

●不活化ワクチン接種

●生ワクチン接種

○不活化ワクチンであっても同じ種類のワクチンを続けて接種する場合
は、4週間以上あけます。
例1：①DPT-IPV ⇒ （4週間あける） ⇒ ②DPT-IPV
例2：①Hib ⇒ （4週間あける） ⇒ ②Hib
○不活化ワクチンで違う種類のワクチンを接種する場合は、1週間あい
ていればよい。
例1：①Hib ⇒ （１週間あける）⇒ ①DPT-IPV

○不活化ワクチンと生ワクチンの場合
例1：①Hib（不活化） ⇒ （1週間あける） ⇒ ①BCG（生） ⇒ （4週間あける）

⇒ ②Hib（不活化）⇒ （1週間あける） ⇒ ①DPT-IPV

★感染症対策上、重要度が高いと考えられる予防接種は、予防接種法に基づき国民に対し
予防接種を受けることが勧められ、行政の費用負担による予防接種が行われています。
このうち、一定の年齢で接種を受けることとされているものが「定期予防接種」といわ
れるものです。
今後、新しく定期予防接種となるワクチンが増えていくことも考えられるので、かかりつ
けの医師に確認しましょう。
※Ｂ型肝炎ワクチンは平成２８年１０月から定期接種となる予定です。
★シナジスについての説明
「シナジス」はRSウイルス感染症の重症化を予防するために接種します。保険適用とな
る対象の規定がありますので外来時に医師に確認しましょう。
ワクチンではないので、他の予防接種に影響を及ぼしません。
シナジスについてはシナジス手帳を参照してください。

注意）それぞれのワクチンで既定の接種間隔があるため、効率よく予防接種を行えるように医師や担当保健師
に予防接種スケジュールの相談をしましょう。

RSウイルス感染症流行期間中に接種

初回接種は生後14週６日までに行う

毎秋（10～11月）より接種
６か月以上13歳未満は、毎年２回接種（２～４週間隔）

日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール　2014年10月１日を参考に作成
国立感染症研究所　日本の定期/任意予防接種スケジュール（平成28年10月１日以降）を参考に作成

Hib
（インフルエンザ菌ｂ型）

小児用肺炎球菌
（PCV13）
四種混合
（DPT-IPV）

BCG

定

期

接

種

任
意
接
種

麻しん・風しん
（MR）
水ぼうそう
（水痘）

日本脳炎

おたふくかぜ

インフルエンザ

ロタウイルス

シナジス

Ｂ型肝炎
※平成28年４月１日生まれ～

★ 早産であっても予防接種はお誕生日からの月齢で開始します。
※退院前に「予防接種の無料券」が自宅に送付されているかを確認しましょう!!　送付されていない場合はお住まいの地域の保健師さんに確認しましょう。

★ BCGは生後12か月（１歳）未満までが無料接種の対象となります。
★退院後、外来受診時や母子訪問時に予防接種のスケジュールを確認しましょう。

※退院後はHib、肺炎球菌ワクチン（プレベナー 13）、DPT-IPV（D：ジフテリア、P：百日咳、T：破傷風、IPV：不活化ポリオワクチン）から接種できます。
基本は単独接種ですが、同時接種を行う病院もあるため医師からの説明をしっかり聞きましょう。

※予防接種を受けたら、次は何を接種できるのか確認しましょう。

ＰＯＩＮＴ １ ＰＯＩＮＴ ２ ＰＯＩＮＴ ３

不活化ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで
１週間以上間隔をあけます。

生ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで4週
間（約１か月）以上間隔をあけます。

●不活化ワクチン接種

●生ワクチン接種

○不活化ワクチンであっても同じ種類のワクチンを続けて接種する場合
は、4週間以上あけます。
例1：①DPT-IPV ⇒ （4週間あける） ⇒ ②DPT-IPV
例2：①Hib ⇒ （4週間あける） ⇒ ②Hib
○不活化ワクチンで違う種類のワクチンを接種する場合は、1週間あい
ていればよい。
例1：①Hib ⇒ （１週間あける）⇒ ①DPT-IPV

○不活化ワクチンと生ワクチンの場合
例1：①Hib（不活化） ⇒ （1週間あける） ⇒ ①BCG（生） ⇒ （4週間あける）

⇒ ②Hib（不活化）⇒ （1週間あける） ⇒ ①DPT-IPV

★感染症対策上、重要度が高いと考えられる予防接種は、予防接種法に基づき国民に対し
予防接種を受けることが勧められ、行政の費用負担による予防接種が行われています。
このうち、一定の年齢で接種を受けることとされているものが「定期予防接種」といわ
れるものです。
今後、新しく定期予防接種となるワクチンが増えていくことも考えられるので、かかりつ
けの医師に確認しましょう。
※Ｂ型肝炎ワクチンは平成２８年１０月から定期接種となる予定です。
★シナジスについての説明
「シナジス」はRSウイルス感染症の重症化を予防するために接種します。保険適用とな
る対象の規定がありますので外来時に医師に確認しましょう。
ワクチンではないので、他の予防接種に影響を及ぼしません。
シナジスについてはシナジス手帳を参照してください。

注意）それぞれのワクチンで既定の接種間隔があるため、効率よく予防接種を行えるように医師や担当保健師
に予防接種スケジュールの相談をしましょう。



RSウイルス感染症流行期間中に接種
日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール　2022年4月8日を参考に作成
国立感染症研究所　日本の定期/任意予防接種スケジュール（2022年5月25日以降）を参考に作成

Hib
（インフルエンザ菌ｂ型）

小児用肺炎球菌
（PCV13）
四種混合
（DPT-IPV）

BCG　

　

　

定

期

接

種

種
接
意
任

麻しん・風しん
（MR）
水ぼうそう
（水痘）

日本脳炎

おたふくかぜ

毎秋（10～11月）より接種
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★ 早産であっても予防接種はお誕生日からの月齢で開始します。

★ BCGは生後12か月（１歳）未満までが無料接種の対象となります。
★退院後、外来受診時や母子訪問時に予防接種のスケジュールを確認しましょう。

※退院後はHib、肺炎球菌ワクチン（プレベナー 13）、DPT-IPV（D：ジフテリア、P：百日咳、T：破傷風、IPV：不活化ポリオワクチン）から接種できます。
基本は単独接種ですが、同時接種を行う病院もあるため医師からの説明をしっかり聞きましょう。

※予防接種を受けたら、次は何を接種できるのか確認しましょう。

ＰＯＩＮＴ １ ＰＯＩＮＴ ２ ＰＯＩＮＴ ３

不活化ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで
１週間以上間隔をあけます。

生ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで4週
間（約１か月）以上間隔をあけます。

●不活化ワクチン接種

●生ワクチン接種

○不活化ワクチンであっても同じ種類のワクチンを続けて接種する場合
　は、4週間以上あけます。

○不活化ワクチンで違う種類のワクチンを接種する場合は、1週間あい
　ていればよい。

○不活化ワクチンと生ワクチンの場合

★感染症対策上、重要度が高いと考えられる予防接種は、予防接種法に基づき国
　民に対し予防接種を受けることが勧められ、行政の費用負担による予防接種が
行われています。
　このうち、一定の年齢で接種を受けることとされているものが「定期予防接種」
といわれるものです。
今後、新しく定期予防接種となるワクチンが増えていくことも考えられるので、
かかりつけの医師に確認しましょう。

★シナジスについての説明
「シナジス」はRSウイルス感染症の重症化を予防するために接種します。保険
適用となる対象の規定がありますので外来時に医師に確認しましょう。
ワクチンではないので、他の予防接種に影響を及ぼしません。
シナジスについてはシナジス手帳を参照してください。注意）それぞれのワクチンで既定の接種間隔があるため、効率よく予防接種を行えるように医師や担当保健師

に予防接種スケジュールの相談をしましょう。
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RSウイルス感染症流行期間中に接種

初回接種は生後14週６日までに行う

毎秋（10～11月）より接種
６か月以上13歳未満は、毎年２回接種（２～４週間隔）

日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール　2014年10月１日を参考に作成
国立感染症研究所　日本の定期/任意予防接種スケジュール（平成28年10月１日以降）を参考に作成
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★ 早産であっても予防接種はお誕生日からの月齢で開始します。
※退院前に「予防接種の無料券」が自宅に送付されているかを確認しましょう!!　送付されていない場合はお住まいの地域の保健師さんに確認しましょう。

★ BCGは生後12か月（１歳）未満までが無料接種の対象となります。
★退院後、外来受診時や母子訪問時に予防接種のスケジュールを確認しましょう。

※退院後はHib、肺炎球菌ワクチン（プレベナー 13）、DPT-IPV（D：ジフテリア、P：百日咳、T：破傷風、IPV：不活化ポリオワクチン）から接種できます。
基本は単独接種ですが、同時接種を行う病院もあるため医師からの説明をしっかり聞きましょう。

※予防接種を受けたら、次は何を接種できるのか確認しましょう。

ＰＯＩＮＴ １ ＰＯＩＮＴ ２ ＰＯＩＮＴ ３

不活化ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで
１週間以上間隔をあけます。

生ワクチン接種後は、次のワクチン接種まで4週
間（約１か月）以上間隔をあけます。

●不活化ワクチン接種

●生ワクチン接種

○不活化ワクチンであっても同じ種類のワクチンを続けて接種する場合
は、4週間以上あけます。
例1：①DPT-IPV ⇒ （4週間あける） ⇒ ②DPT-IPV
例2：①Hib ⇒ （4週間あける） ⇒ ②Hib
○不活化ワクチンで違う種類のワクチンを接種する場合は、1週間あい
ていればよい。
例1：①Hib ⇒ （１週間あける） ⇒ ①DPT-IPV

○不活化ワクチンと生ワクチンの場合
例1：①Hib（不活化） ⇒ （1週間あける） ⇒ ①BCG（生） ⇒ （4週間あける）

⇒ ②Hib（不活化） ⇒ （1週間あける） ⇒ ①DPT-IPV

★感染症対策上、重要度が高いと考えられる予防接種は、予防接種法に基づき国民に対し
予防接種を受けることが勧められ、行政の費用負担による予防接種が行われています。
このうち、一定の年齢で接種を受けることとされているものが「定期予防接種」といわ
れるものです。
今後、新しく定期予防接種となるワクチンが増えていくことも考えられるので、かかりつ
けの医師に確認しましょう。
※Ｂ型肝炎ワクチンは平成２８年１０月から定期接種となる予定です。
★シナジスについての説明
　「シナジス」はRSウイルス感染症の重症化を予防するために接種します。保険適用とな
る対象の規定がありますので外来時に医師に確認しましょう。
ワクチンではないので、他の予防接種に影響を及ぼしません。
シナジスについてはシナジス手帳を参照してください。

注意）それぞれのワクチンで既定の接種間隔があるため、効率よく予防接種を行えるように医師や担当保健師
に予防接種スケジュールの相談をしましょう。




